
今
年
の
８
月
の
新
聞

紙
面
に
お
い
て
、
小
学

校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
学
校
名
を
明

示
し
た
記
事
が
掲
載
さ

れ
、
そ
の
中
に
寒
江
小

学
校
が
入
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
驚
か
れ
た
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

唐
突
な
話
に
、
心
配

さ
れ
る
皆
様
も
多
い
と

考
え
ま
す
。
小
学
校
は
、

教
育
の
現
場
で
あ
る
と

と
も
に
、
自
治
振
興
会

の
単
位
を
考
え
て
も
、

地
域
で
最
も
重
要
な
施

設
で
あ
り
、
そ
の
存
在

の
有
無
は
、
地
域
の
将

来
に
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

さ
て
、
私
の
目
か
ら

み
た
、
こ
こ
に
至
る
流

れ
は
以
下
の
通
り
で
す
。

平
成
30
年
、
富
山
市

各
地
の
小
学
校
の
耐
震

化
工
事
に
伴
う
上
条
小

学
校
の
改
築
に
お
い
て
、

児
童
数
の
減
少
か
ら
、

上
条
地
域
の
教
育
環
境

を
考
え
れ
ば
、
こ
の
ま

ま
改
築
す
る
の
で
は
な

く
、
小
学
校
を
統
合
す

べ
き
と
の
意
見
が
、
地

元
住
民
か
ら
強
く
発
信

さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
上
条

小
学
校
の
改
築
を
取
り

や
め
、
水
橋
高
校
の
跡

地
利
用
も
相
ま
っ
て
、

上
条
小
学
校
、
三
郷
小

学
校
、
水
橋
東
部
小
学

校
、
水
橋
中
部
小
学
校
、

水
橋
西
部
小
学
校
、
水

橋
中
学
校
、
三
成
中
学

校
を
一
つ
に
し
、
義
務

教
育
の
９
年
間
を
一
つ

の
単
位
と
す
る
義
務
教

育
学
校
へ
と
統
合
す
る
、

急
な
方
針
の
転
換
を
図

り
ま
し
た
。

少
な
く
と
も
、
私
が

議
員
に
な
っ
て
か
ら
、

こ
の
水
橋
の
統
合
に
直

面
す
る
ま
で
、
小
学
校

の
統
廃
合
に
つ
い
て
の

積
極
的
な
発
言
は
教
育

委
員
会
に
存
在
せ
ず
、

ま
た
、
義
務
教
育
学
校

に
つ
い
て
も
消
極
的
だ

と
感
じ
て
い
た
の
で
、

驚
き
の
方
針
転
換
で
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、

今
後
義
務
教
育
学
校
へ

の
転
換
が
図
ら
れ
る
と

し
た
ら
、
そ
の
他
の
小

中
学
校
に
も
、
再
編
の

流
れ
が
及
ぶ
可
能
性
も

感
じ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
は
、
平

成
31
年
に
は
、
各
地
で

将
来
の
あ
り
方
に
つ
い

て
説
明
会
を
行
っ
て
い

ま
す
。

私
は
、
地
元
の
説
明

会
に
参
加
し
て
い
ま
し

た
が
、
少
な
く
と
も
和

合
地
域
で
は
、
歓
迎
の

雰
囲
気
は
感
じ
ら
れ
ず
、

ま
だ
、
少
し
先
の
課
題

だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
ま

し
た
。

そ
の
よ
う
な
感
触
の

な
か
、
学
校
再
編
の
流

れ
が
動
き
出
そ
う
と
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
ら
は

義
務
教
育
学
校
と
い
う

シ
ス
テ
ム
の
変
更
は
含

ま
ず
、
単
に
児
童
数
の

調
整
が
主
と
な
っ
て
い

ま
す
。

通
学
の
方
法
や
、
児

童
減
の
原
因
の
一
つ
で

あ
る
、
都
市
計
画
の
議

論
も
棚
上
げ
さ
れ
た
ま

ま
で
す
。

決
め
る
の
は
、
地
域

の
皆
様
で
す
。

富
山
市
議
会
議
員
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小
学
校
は
地
域
に
と
っ
て
、
最
も
重
要
な
施
設
で

す
。一

度
失
え
ば
、
取
り
返
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

地
域
の
皆
様
で
、
し
っ
か
り
考
え
ま
し
ょ
う
。

小
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て

寒江小学校の未来について考えましょう！

江西照康
市政報告

上
段
27
年
３
月
議
会
、
下
段
31
年
３
月
議
会
答
弁
に
見
る
教
育
委
員
会
の
考
え
の
変
化

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
配
置
な
ど
に
つ
い
て
お
尋
ね
の
う
ち
、
ま
ず
、
小
学
校
で
６
学
級
以
下
及
び
１
１
学
級
以
下
、
中
学
校
で
３
学

級
以
下
の
状
況
に
つ
い
て
問
う
。
少
子
化
が
進
ん
で
い
る
地
域
の
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
問
題
点
や
課
題
、
ま
た
そ
れ
ら
に
ど
の
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
く
の
か
問
う
に
あ
わ
せ
て
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

今
年
度
、
本
市
に
お
い
て
、
６
学
級
以
下
の
小
学
校
は
２
５
校
、
７
学
級
以
上
１
１
学
級
以
下
の
小
学
校
は
９
校
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
３

学
級
以
下
の
中
学
校
は
２
校
で
あ
り
ま
す
。

小
規
模
校
で
あ
る
こ
と
の
問
題
点
や
課
題
と
し
ま
し
て
は
、
１
つ
に
、
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
方
に
触
れ
る
機
会
や
切
磋
琢
磨
す
る
機

会
が
少
な
く
な
り
や
す
い
こ
と
、
２
つ
に
、
運
動
会
、
音
楽
会
等
の
集
団
活
動
や
部
活
動
に
制
約
が
生
じ
や
す
い
こ
と
、
３
つ
に
、
中
学
校
で

は
、
全
て
の
教
科
の
教
員
が
配
置
さ
れ
な
い
た
め
、
専
門
以
外
の
教
科
を
指
導
す
る
こ
と
に
な
る
な
ど
の
負
担
が
大
き
く
な
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
小
規
模
校
の
よ
さ
と
し
て
は
、
１
つ
に
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
に
応
じ
た
よ
り
き
め
の
細
か
い
指
導
が
で
き
る
こ
と
、
２
つ
に
、
学
習

や
学
校
行
事
等
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
の
場
を
多
く
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
３
つ
に
、
異
学
年
や
地
域
の
方
と
の
交
流
活
動

を
密
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
親
交
を
深
め
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
各
学
校
で
は
、
小
規
模
校
で
あ
る
よ
さ
を
生
か
し
て
特
色

の
あ
る
教
育
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
交
流
や
体
験
の
機
会
を
増
や
す
た
め
に
、
２
つ
の
小
規
模
の
小
学
校
で
、
全
校
児
童
合
同

の
校
外
学
習
を
行
っ
た
り
、
互
い
の
学
校
を
行
き
来
し
て
集
会
活
動
を
行
う
な
ど
の
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
複
式
学
級
を
有
す
る
小
規
模
な
小
学
校
５
校
に
、
学
校
の
運
営
を
支
援
し
、
学
校
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
学
習
補
助
員
６
名
を
配
置
し
支
援
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
、
市
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
各
学
校
で
小
規
模
校
の
よ
さ
を
生
か
し
た
適
切
な
教
育
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
指
導
・支
援

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
に
、
小
・
中
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
今
後
の
取
組
み
の
考
え
方
を
問
う
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
小
・中
学
校
の
小
規
模
化
に
伴
う
諸
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
小
・中
学
校
の
設
置
者
で
あ
る
市
町
村
に
対
し
、
学
校

統
合
の
適
否
あ
る
い
は
小
規
模
校
を
存
置
す
る
場
合
の
充
実
策
等
、
少
子
化
に
対
応
し
た
学
校
づ
く
り
に
つ
い
て
検
討
を
求
め
る
こ
と
と
し

て
、
市
町
村
が
こ
う
し
た
検
討
を
す
る
際
の
方
向
性
や
留
意
点
等
を
ま
と
め
た
手
引
を
策
定
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
手
引
で
は
、
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
児
童
・
生
徒
が
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
認
め
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
を
通
じ

て
一
人
一
人
の
資
質
や
能
力
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
た
め
、
小
・
中
学
校
で
は
一
定
の
学
校
規
模
が
確
保

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

手
引
で
は
、
こ
う
し
た
考
え
方
を
も
と
と
し
て
、
複
式
学
級
が
存
在
す
る
、
あ
る
い
は
ク
ラ
ス
が
え
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
、
小
学
校
で
６
学

級
以
下
、
中
学
校
で
３
学
級
以
下
の
規
模
と
な
る
学
校
に
つ
い
て
は
、
学
校
統
合
等
に
よ
り
適
正
規
模
に
近
づ
け
る
こ
と
の
適
否
を
速
や
か

に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
一
方
、
統
合
困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
小
規
模
校
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
生
か
す
方
策
を
積
極
的

に
検
討
・
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。

さ
ら
に
手
引
で
は
、
学
校
は
各
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
核
と
し
て
、
防
災
、
保
育
、
地
域
の
交
流
の
場
等
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
あ
わ
せ

持
っ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
、
学
校
規
模
の
適
正
化
等
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
地
域
住
民
の
十
分
な
理
解
と
協
力
を
得
る
な
ど
、
地
域

と
と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
の
視
点
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
議
論
を
行
う
こ
と
が
望
ま
れ
る
と
も
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
も
、
学
校
再
編
を
検
討
す
る
際
に
は
、
そ
の
学
校
の
歴
史
や
伝
統
、
さ
ら
に
は
地
域
や
保
護
者
の

方
々
の
御
意
見
も
踏
ま
え
、
長
い
時
間
を
か
け
て
議
論
を
重
ね
て
い
く
過
程
が
重
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
中
で
、
学
校
再
編
の
機
運
が
高

ま
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
も
の
と
考
え
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

手
引
に
お
き
ま
し
て
も
、
小
規
模
校
だ
か
ら
と
い
っ
て
直
ち
に
統
合
を
進
め
る
と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
学
校
規
模
の
適
正
化

に
つ
い
て
は
、
こ
う
し
た
手
引
が
示
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
こ
の
手
引
の
策
定
の
趣
旨
や
手
引
に
記
載
さ
れ
る
留
意
点
等
も
踏
ま
え
、
十

分
な
議
論
を
行
い
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て
御
質
問
の
う
ち
、
ま
ず
本
市
の
小
・
中
学
校
に
お
け
る
児
童
・
生

徒
数
並
び
に
小
規
模
な
学
校
数
の
現
状
と
将
来
見
込
み
に
つ
い
て
問
う
に
お
答
え
を
い
た
し
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
児
童
・
生
徒
数
は
、
平
成
３
０
年
５
月
１
日
現
在
で
、
児
童
数
約
２
万
４
０
０
人
、
生
徒
数
約
１
万

６
０
０
人
、
合
計
約
３
万
１
，
０
０
０
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
か
ら
将
来
の
児
童
・
生
徒
数
を
推
計
し
ま
す
と
、
５
年
後
の
平
成
３
５
年
度
は
、
児
童
数
約
１
万

９
，
９
０
０
人
、
生
徒
数
約
１
万
１
０
０
人
、
合
計
約
３
万
人
と
な
り
、
５
年
間
で
約
１
，
０
０
０
人
の
減
少
と
な
り
ま

す
。平

成
２
５
年
度
の
児
童
・
生
徒
数
は
約
３
万
３
，
０
０
０
人
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
１
０
年
間
で
は
約
１
割
減
少
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

次
に
、
小
規
模
な
学
校
数
に
つ
い
て
は
、
学
校
規
模
は
学
校
教
育
法
施
行
規
則
に
よ
り
、
小
・
中
学
校
と
も
に
１
２

学
級
以
上
１
８
学
級
以
下
が
標
準
と
さ
れ
て
お
り
、
本
市
の
小
学
校
に
お
い
て
こ
の
標
準
規
模
を
下
回
っ
て
い
る
学

校
数
は
、
本
年
度
６
５
校
中
３
５
校
、
率
に
し
て
５
３
．
８
％
で
あ
り
、
う
ち
６
校
は
複
式
学
級
を
有
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
複
式
学
級
を
有
す
る
学
校
は
な
い
も
の
の
、
２
６
校
中
１
４
校
、
率
に
し
て
５
３
．
８

％
が
標
準
規
模
を
下
回
っ
て
お
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
に
基
づ
く
将
来
推
計
で
は
、
５
年
後
の
平
成
３
５
年
度
は
、
標
準
規
模
を
下
回
る
学
校
は
、
小
学

校
で
は
３
校
増
え
て
３
８
校
、
率
に
し
て
５
８
．
５
％
と
な
り
、
う
ち
複
式
学
級
を
有
す
る
学
校
は
４
校
増
え
て
１
０

校
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
中
学
校
に
お
い
て
は
、
八
尾
地
域
の
中
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
標
準
規
模
を
下
回
る
学
校
は
１
校
減
っ
て
１

３
校
、
率
に
し
て
５
２
．
０
％
と
な
る
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
今
後
の
小
・
中
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
視
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
に
お
答
え
し
ま
す
。

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
児
童
・生
徒
が
集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
に
触
れ
、
協
力
し
合
い
、
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
や
、

社
会
性
を
は
じ
め
規
範
意
識
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
今
後
、
児
童
・

生
徒
数
の
減
少
が
続
き
小
規
模
校
が
増
え
て
い
く
中
で
、
そ
の
よ
う
な
機
会
は
ま
す
ま
す
得
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
い

く
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
学
校
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
性
を
持
つ
幅
広
い
年
齢
層
の
教
職
員
を
配
置
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、
小
規

模
校
で
は
、
例
え
ば
中
学
校
に
お
い
て
は
９
教
科
１
０
科
目
全
て
の
教
員
が
配
置
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
、
こ
の
場
合
、

一
部
の
教
員
が
専
門
以
外
の
教
科
の
授
業
を
行
わ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
教
育
環
境
を
改
善
し
て
い
く
観
点
か
ら
も
、
市
教
育
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、
小
・
中
学
校
の
再
編
は
将

来
的
に
避
け
て
通
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

児
童
・
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
く
現
状
と
小
規
模
な
学
校
に
お
け
る
教
育
上
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
総
合

教
育
会
議
の
場
で
議
論
し
、
ま
た
、
富
山
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
や
自
治
振
興
連
絡
協
議
会
役
員
会
に
情
報
提
供

を
し
て
き
て
お
り
ま
し
て
、
今
後
は
、
自
治
振
興
連
絡
協
議
会
総
会
あ
る
い
は
「
広
報
と
や
ま
」
へ
の
掲
載
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
市
民
の
皆
様
に
周
知
し
て
い
く
こ
と
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
説
明
を
丁
寧
に
行
っ
て
い
く
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
地
元
の
小
・中
学
校
の
将
来
の
あ
り
方
に

つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
学
校
の
標
準
規
模
化
を
図
る
な
ど
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
よ

い
教
育
環
境
を
形
成
し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
、
保
護
者
、
教
育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
。



学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数

呉羽 18 571 18 562 17 552 17 544 17 532 17 527
長岡 6 154 6 159 6 153 6 155 6 155 6 163

寒江 6 84 6 88 6 71 6 72 6 69 6 69

老田 6 150 6 146 6 159 6 152 6 144 6 148
古沢 4 38 4 41 5 45 5 42 5 49 5 48
池田 4 36 4 38 5 40 4 44 5 44 4 40

1,033 1,034 1,020 1,009 993 995

学校名
2年度 3年度 4年度 5年度 6年度 7年度

全学年単学級

複式が存在

江西照康市政報告レポート 令和３年 江西照康市政報告レポート 令和３年

児
童
数
減
少
の
理
由
と
更
な
る
影
響

再
編
計
画
策
定
の
進
め
方

呉羽地域における児童推移予測

ポイント
対象校は、複式学級が存在する学校と全学年単学級校。
ここに地域生活圏を加味。寒江の場合選択肢はするかしないか。
組み合わせ
原則既存校舎を活用する。
寒江、老田、古沢、池田の４校で１次。２次で呉羽最終統合
通学距離は徒歩は３ｋｍ以内。寒江の４割は超過。３ｋｍも妥当か。

自治振興会、ＰＴＡにあり方について説明会

市民５千人にアンケート。８割が推進容認

富山市通学区域審議会に諮問、答申を経て基本方針策定

総合教育会議での意見を基に、教育委員会定例会での再編
素案の調整・策定。

富山市通学区域審議会に諮問。※

その答申を踏まえ、再編計画の策定。

令和４年度以降、保護者や地域の方への説明や議論を行う
ための素案。

通学区域審議会とは

僅か１５人で構成される有識者会議

コーホート法とは
その集団のある期間の人口変化を観察することで将来人口

を推計する方法。この小集団の推計に大げさな表現

教
育
関
連
デ
ー
タ
と
の
整
合
性

公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関
する手引 文科省

平成２７年から変わらないが、統廃合推進の裏付けに

寒江小学校設立は、明治６年の伝統ある小学校。

人口減は政策の影響が大
農業振興地域の整備に関する法律による、転用規制

線引き都市計画による、全域が市街化調整区域であることの建築、用途規制

小学校が廃校になった場合、更なる転用規制が強化される恐れ

全国学力調査・学習状況調査のデータ収集はある
のか

中学校進学時における、学力、体力に学校規模に
よる差異はあるのか

徒歩通学の距離は妥当なのか

本紙発行に当たり

本資料は、学校再編を否定する為のものでありません。

地域の皆さんが、しっかり検討できるよう、私の目から見た一つの考えをお伝えするものです。

教育委員会の言うこと全てが正解ではありません。裏付けとなる仰々しく堅苦しい表現の権威性に翻弄される必要

はありません。

地域の皆さんの賛同がない限り、統廃合は進まないとの説明を受けています。今後示される当初案は、あくまでも

地域の皆さんが検討する為の、叩き台だと聞いています。地域の皆さんが熟慮し、しっかり意見を述べましょう。

都市計画法による富山市の線引き都市計画は昭和４６年から。概ね５０年間、当地

は規制の対象とされてきました。

線引き都市計画は、当時の事情を知る方に聞いたところによると、よくよくどんな影

響があるのかわからず、市民には暫定的なものだと説明されたいた模様です。

教育委員会はこれら行政の政策による影響を理解しているとは言えず、中山間地の人

口減と同様に考えているのではないかと思われます。

北部・和合・呉羽地域は11/30


